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平成 28年度第１回上富良野町総合教育会議会議録 

 

 

１ 開 催 日 時  平成 28年 11月 29日(火) 

 

２ 開 催 場 所  上富良野町役場２階審議室 

 

３ 出席した者  構成員（６名） 

         ・上 富 良 野 町 長  向 山 富 夫 

         ・上富良野町教育委員会教育長  服 部 久 和 

         ・上富良野町教育委員会委員  菅 野 博 和 

         ・上富良野町教育委員会委員  三 熊 邦 彦 

         ・上富良野町教育委員会委員  吉 村 好 子 

         ・上富良野町教育委員会委員  佐 藤 大 輔 

         事務局他（５名） 

         ・総 務 課 長  石 田 昭 彦 

         ・総 務 課 総 務 班 主 幹  床 鍋 のぞみ 

         ・総 務 課 総 務 班 主 査  上 嶋 義 勝 

         ・教 育 振 興 課 長  北 川 和 宏 

・教育振興課学校教育班主幹  及 川 光 一 

 

４ 協 議 事 件  (1) 平成 29年度教育大綱の重点施策を実現するための取組・課題 

について 

         (2) その他 

 

５ 開 会 宣 言  午後５時 55分 

 

６ あ い さ つ  省略 

 

７ 協議事件の要旨  次のとおり 

 

発言者 協議事件の要旨及び内容 

教育担当 

(北川・及川) 

 

向山町長 

 

(1)平成 29年度教育大綱の重点施策を実現するための取組・課題について 

・別紙教育大綱に掲げる重点施策の現状及び 29年度の取組について説明 

 （内容省略） 

・今説明のありました８項目の重点施策の具体的な取組について、既に取り組

んでいるもの、新年度に向けて準備を進めるものの中で、特に新年度において



 

服部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐藤委員 

 

 

 

 

 

向山町長 

 

 

向山町長 

 

 

 

服部教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

重点化したことは、ありますか。 

・学力向上の項目で次期学習指導要領への対応についてですが、国において今

年度中に決定される予定になっております。８月に概要が示されまして、その

中で社会に開かれた教育課程が謳われており、このことを具現化するためには、

コミュニティスクールを導入する必要があると考えており、すでに教育委員会

会議において実施年度等について協議を行い実施について合意を得たところで

す。 

 平成 30年に西小学校をコミュニティスクールとし、翌年以降、残りの学校を

コミュニティスクール化し、平成 32年度までに小学校はすべて完了したいとい

う案を持っております。 

 あわせて、小中連携も 11月に設置した小中連携協議会を基軸に今後計画を定

め行くものであります。 

・そのコミュニティスクールについてですが、単なる外見だけではなく、中身

が伴ったものにしなければないなと思っています。 

 教員の意識改革も当然必要ですが、要は学校と地域社会がともに尊重し、子

どもたちと向き合っていくことであるので、教育現場への監視でもなく、地域

への押しつけでもない、本来の目的とその方策を盛り込んでいくことが、望ま

しい。 

・佐藤委員の発言のように、拙速に進め過ぎて教育現場が監視される等の誤解

により委縮しても困りますので、これら課題を解決して、是非推進してほしい

ものです。 

・また、８項目に「ふるさと学習の推進」の中で、噴火 90年関連事業とありま

すが、29年度は開基 120年の年でもありますので、これら事業の実施にあたっ

ては、開基 120年の引用をお願いしたいと思います。 

・他にございませんか。 

・予算要求の件でありますが、先ほどお話ししたコミュニティスクール小中連

携、次期学習指導要領への対応に関するもの、また、新入児童の保護者の負担の

軽減を図り算数セットの公費化、上富良野高校に関しては、介護資格の取得助成を

検討しているところです。 

 この介護資格の取得にあたっては、学校側へのアンケートも行っており、多くの

希望のもと、意向に沿った補助制度の構築について学校側と協議を進めています。 

 また、生涯学習では、今年度いしずえ大学に同窓課を設置し、次年度はボランテ

ィア活動を積極的に行っていく仕組みを検討していくものです。 

 食育の推進では、給食センターの栄養教諭に夏休み、冬休みに料理教室を、図書

環境の充実では、読書推進事業として、7か月以降のお子さんに図書券などを交付

し、初めての読書のお手伝いができれば、総じて図書館活用の推進が図られるもの 

 

 



 

向山町長 

 

 

 

 

構成員（全員） 

向山町長 

 

 

であると現在検討しているところです。 

・教育長から 29年度に向けての取組について説明いただきました。 

 これら取組も含め新たな教育方針を定めるにあたり、並行して予算編成において

も精度を上げて、切れ目のない教育行政が行われるよう、町も取り組んでいきたい

と思います。 

 他に意見等がございませんか。 

・なし 

・それでは、本日の協議事項を双方共通の理解として共有し、今後も皆様のご協力

をお願いし、本日の会議を閉じさせていただきます。 

  

８ 閉 会 宣 言  午後７時 20分 

 

 

上記会議の経過は、書記の調製したものであるが、その内容の正確なることを証するた

め、ここに署名する。 

 

 

   平成28年11月29日 

 

                上 富 良 野 町 長   

          

 

上富良野町教育委員会教育長   

 


